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続
詞
花
集
の
注
釈

　
　
　
i
神
習
文
庫
本
の
濱
臣
注
を
め
ぐ
っ
て
ー

鈴
　
木
　
徳
　
男

一、

は
じ
め
に

　続
詞
花
和
歌
集
の
主
要
伝
本
に
つ
い
て
、
お
も
に
書
写
年
代
に
つ
き
略
述
す
る
。
詳
し
く
は
、
松
野
陽
一
氏
「
続
詞
花
集
雑
考
」
（
『
平
安

文
学
研
究
』
三
十
六
輯
昭
和
四
一
年
六
月
）
、
河
合
一
也
氏
「
続
詞
花
和
歌
集
の
伝
本
研
究
ノ
ー
ト
」
（
『
研
修
ノ
ー
ト
』
十
五
号
、
昭
和
六
一
二
年
）
　
　
　
一

を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

①
田
中
教
忠
旧
蔵
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
『
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
』
（
昭
和
五
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
（
重
文
）
続
詞
花
和
歌
集
　
二
十
巻
　
二
帖
　
南
北
朝
頃
写
。
本
文
料
紙
厚
様
斐

　紙
。
綴
葉
装
金
銀
切
箔
、
金
銀
霞
文
様
原
表
紙
（
続
詞
花
和
歌
集
上
（
下
）
の
外
題
が
あ
る
。
）
附
。
毎
半
葉
九
行
仮
名
交
り
、
両
面
書
写
。

　
字
面
の高
さ
、
約
六
寸
四
分
。
下
巻
末
に
撰
者
九
条
三
位
隆
教
本
を
以
て
書
写
校
合
し
た
由
の
奥
書
が
あ
る
。
本
帖
は
筆
者
を
為
相
と

　
審
定し
た
風
早
相
公
（
実
種
）
の
証
文
一
通
が
あ
る
由
、
江
戸
時
代
の
桐
箱
の
上
に
墨
書
が
見
え
る
」
と
あ
る
。
前
掲
の
河
合
一
也
氏
「
続

　
詞花
和
歌
集
の
伝
本
研
究
ノ
ー
ト
」
は
、
「
風
早
相
公
（
実
種
）
の
証
文
一
通
」
を
取
り
上
げ
て
、
尊
経
閣
旧
蔵
本
と
認
定
す
る
。
九
条

　
三
位隆
教
本
を
以
て
書
写
校
合
し
た
由
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
以
下
の
諸
本
の
原
本
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

　

『田中
教
忠
蔵
書
目
録
』
に
は
撰
者
の
祓
文
の
有
無
は
記
さ
れ
て
な
い
が
、
松
野
陽
一
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
有
る
と
の
こ
と
で
あ

　
る
。



②
陽
明
文
庫
本
（
近
・
二
四
四
・
三
七
五
）

　
江戸
初
期
写
、
外
題
は
近
衛
尚
嗣
（
一
六
五
三
莞
）
写
。
な
お
、
陽
明
叢
書
5
に
影
印
、
解
題
が
あ
る
。
拙
著
『
続
詞
花
和
歌
集
の
研
究
』

　

（和泉
書
院
）
本
文
篇
底
本
。

③
天
理
図
書
館
本
（
九
＝
・
二
一
二
・
イ
・
四
七
）

　
宝
暦
十年
（
一
七
六
〇
）
、
猪
苗
代
兼
誼
写
。
奥
書
に
よ
っ
て
、
「
久
我
家
御
本
」
書
写
本
を
写
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
上

　巻
巻
末
に
「
明
和
元
年
九
月
十
八
日
一
校
畢
」
（
朱
筆
）
と
あ
る
。
な
お
、
新
編
国
歌
大
観
の
底
本
。

④
静
嘉
堂文
庫
本
　
甲
本
（
五
二
〇
・
九
・
二
一
二
六
九
）

　
江戸
初
期
写
、
松
井
簡
治
旧
蔵
。

⑤
三
手
文
庫
本
（
未
．
↓
八
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
江戸
中
期
写
。
今
井
似
閑
自
書
奥
書
付
『
書
籍
奉
納
目
録
』
（
自
祓
の
日
付
は
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
七
月
二
十
日
）
に
み
え
る
。
　
　
　
　
　
　
2
1

⑥
無
窮
会
神
習
文
庫
本
（
九
九
三
七
・
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
（
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
清
水
濱
臣
の
書
写
本
、
後
述
）

⑦
鶴
舞
図
書
館
河
村
文
庫
本
（
河
ソ
・
一
～
二
・
二
三
）

　
江
戸中
期
写
、
河
村
益
根
（
宝
暦
六
年
生
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
没
）
旧
蔵
。

⑧
静
嘉
堂
文
庫
本
　
乙
本
（
五
二
〇
・
九
・
二
一
＝
七
こ

　文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
塙
包
忠
写
。

⑨
群
書
類
従
巻
一
四
八
所
収
本

　

「右続
詞
花
集
以
織
部
正
乗
テ
及
岸
本
永
膚
秘
本
校
正
」
の
奥
書
が
あ
り
、
織
部
正
乗
テ
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
（
巻
丁

　
七
八頁
）
、
大
給
松
平
の
乗
弄
（
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
生
ま
れ
）
。

続詞
花
集
の
注
釈



続
詞花
集
の
注
釈

⑩
日
本
大
学
総
合
図
書
館
本
（
九
二
・
一
三
七
）

　前
掲
の
河
合
一
也
氏
「
続
詞
花
和
歌
集
の
伝
本
研
究
ノ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
③
天
理
図
書
館
本
は
、
こ
の
日
大
本
を
忠
実
に
書
写
し
た

　も
の
と
説
明
し
て
い
る
。

①
か
ら
⑩
ま
で
の
諸
本
は
異
本
系
統
に
立
つ
伝
本
は
な
く
（
⑧
⑨
は
撰
者
の
賊
文
を
持
た
な
い
）
、
原
本
と
思
わ
れ
る
①
を
除
く
と
、
江
戸
時

代
の

書写
で
あ
る
（
古
筆
切
に
も
存
在
を
聞
か
な
い
）
。
こ
う
し
て
伝
本
を
一
覧
す
る
と
、
成
立
後
、
本
集
が
活
用
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
状

況
であ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
伝
承
経
路
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
当
初
、
歌
道
家
所
有
（
河
合
氏
論
文
参
照
）
の
本
が
近
衛
や
久
我
の

公家
の
も
と
で
転
写
さ
れ
（
②
や
③
奥
書
）
、
さ
ら
に
有
力
大
名
家
に
伝
わ
り
（
⑨
奥
書
）
、
そ
の
間
に
国
学
者
ら
の
目
に
触
れ
て
流
布
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
享
受
の
面
か
ら
、
注
釈
の
書
き
入
れ
ら
れ
た
⑥
無
窮
会
神
習
文
庫
本
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　二
、
神
習
文
庫
本
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

　無窮
会
図
書
館
の
神
習
文
庫
に
続
詞
花
和
歌
集
上
下
二
冊
（
九
九
三
七
・
井
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
「
清
水
濱
臣
蔵
書
」
の
印
が
あ
る
が
、
　
　
　
一

濱臣
の
書
写
と
認
め
ら
れ
る
。
下
冊
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
先
ず
、
藍
筆
で
、
「
享
和
二
壬
戌
仲
冬
得
一
本
校
儲
了
」
と
あ
り
、
さ

ら
に
墨
筆
で
、
「
文
化
紀
元
甲
子
仲
冬
再
校
註
所
見
」
、
朱
筆
で
、
「
文
化
二
年
乙
丑
孟
春
以
代
々
勅
撰
私
撰
家
集
物
語
等
比
校
異
同
了
」
と

あ
り
、
「
泊
酒
主
人
」
と
記
す
。
「
泊
活
主
人
」
は
、
清
水
濱
臣
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
本
は
、
清
水
濱
臣
に
よ
っ
て
、
享
和

二年
（
一
八
〇
二
）
十
一
月
ま
で
に
本
文
が
書
写
さ
れ
、
藍
筆
で
一
本
と
校
合
（
墨
筆
で
あ
る
が
「
塙
本
」
の
名
が
み
え
る
）
、
文
化
元
年
二

八〇
四
）
十
一
月
に
後
述
す
る
よ
う
な
大
方
の
注
が
付
け
ら
れ
、
翌
年
の
一
月
に
勅
撰
集
、
私
撰
集
、
私
家
集
、
物
語
な
ど
を
用
い
て
集
付

と
校
合
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
会
田
安
昌
の
所
蔵
と
な
り
（
「
會
田
所
蔵
」
の
印
あ
り
、
な
お
『
神
習
文
庫
図
書
目
録
』
は
「
清
水

濱臣
、
會
田
安
昌
校
本
」
と
す
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
校
合
や
注
は
主
に
濱
臣
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
）
、
井
上
頼
因
の
所
蔵
を
経
て
神
習
文

庫
に
蔵
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
（
上
巻
、
八
三
二
頁
）
は
「
井
上
頼
囲
氏
は
清
水
濱
臣
の
校
正
本
を
蔵
す
。
享
和
二
年



異本
と
校
讐
し
、
藍
字
を
以
て
誌
し
、
文
化
元
年
再
校
を
朱
書
し
、
同
二
年
代
々
勅
撰
私
撰
家
集
物
語
等
に
て
異
同
を
比
校
し
た
る
も
の
」

と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
泊
活
舎
蔵
書
目
録
（
清
水
濱
臣
自
筆
）
に
「
続
詞
花
集
二
冊
」
と
あ
る
。

三
、
清
水
濱
臣
と
続
詞
花
集

　
清
水
濱臣
の
伝
記
は
、
丸
山
季
夫
氏
『
泊
活
舎
年
譜
』
（
私
家
版
・
昭
和
三
九
年
）
に
よ
り
、
詳
細
に
知
ら
れ
る
が
、
安
永
五
年
（
一
七
七

九
）
生
ま
れ
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
八
月
十
七
日
、
四
十
九
歳
で
、
没
し
て
い
る
。

　寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
十
七
歳
で
、
村
田
春
海
に
入
門
。
文
化
五
年
二
八
〇
八
）
刊
の
『
月
詣
和
歌
集
』
（
い
わ
ゆ
る
標
註
で
、
以
下
「
標

註月
詣
集
」
と
い
う
。
な
お
、
濱
臣
の
識
語
に
「
月
詣
集
四
巻
享
和
元
年
よ
り
数
本
を
あ
つ
め
て
対
校
と
し
を
経
文
化
五
年
夏
四
月
僻
案
を
標
註
し
を

へ
ぬ別
に
附
考
数
条
を
蛇
足
し
て
巻
末
に
添
刻
す
此
集
清
書
な
し
た
る
は
友
人
源
正
路
也
」
と
あ
る
）
の
四
巻
末
に
春
海
の
「
月
詣
和
歌
集
践
」
　
　
　
　
一

があ
り
、
次
の
よ
う
な
濱
臣
評
が
見
え
る
（
後
年
、
『
琴
後
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
、
引
用
は
便
宜
に
濁
点
、
句
読
点
を
付
け
た
）
。
　
　
　
　
　
　
2
3

　
　　
　
（
前
略
）
わ
が
友
清
水
濱
臣
常
に
お
も
へ
ら
く
、
今
は
歌
の
ま
な
び
い
と
あ
さ
は
か
に
な
り
も
て
ゆ
き
て
、
ふ
る
き
集
ど
も
の
世
　
　
　
　
一

　
　
に

お
ほ
く
の
こ
り
た
る
が
あ
れ
ど
、
こ
れ
を
み
て
よ
〉
の
す
が
た
を
か
う
が
へ
見
む
も
の
と
も
お
も
ひ
た
ら
ず
、
い
た
づ
ら
に
文
殿

　
　
の
う
ち
に
高
く
つ
か
ぬ
れ
ど
も
、
ち
す
の
塵
う
ち
は
ら
ふ
事
を
だ
に
も
の
う
く
お
も
ひ
、
む
な
し
く
か
ら
び
つ
の
底
に
ひ
め
お
け
ど

　
　も
、
つ
ひ
に
は
し
み
の
す
み
か
と
な
り
は
つ
る
が
お
ほ
き
は
、
を
し
む
べ
き
わ
ざ
な
り
、
か
く
し
つ
〉
と
し
へ
な
ば
、
お
そ
ら
く
は

　
　
世
に
た
え
も
ぞ
せ
む
、
さ
る
は
四
條
大
納
言
の
え
ら
び
お
き
た
ま
へ
る
く
さ
ぐ
、
又
能
因
法
師
が
あ
つ
め
お
け
三
巻
を
は
じ
め

　
　て
、
続
詞
華
、
雲
葉
、
秋
風
、
萬
代
の
た
ぐ
ひ
の
集
ど
も
、
も
ろ
く
あ
る
を
、
す
べ
て
つ
ぎ
く
に
考
へ
し
ら
べ
て
、
わ
れ
よ
く

　
　其
傳
へ
を
廣
か
ら
し
め
ん
、
そ
の
も
ろ
く
あ
る
が
中
に
、
重
保
あ
が
た
ぬ
し
の
月
ま
う
で
の
歌
こ
そ
、
こ
と
に
知
る
人
も
す
く
な

　
　く
世
に
よ
き
本
も
な
け
れ
ば
と
て
、
先
こ
れ
を
と
り
て
板
に
ゑ
り
な
ん
と
す
。
（
後
略
）

「月
詣
和
歌
集
践
」
の
末
尾
に
「
文
化
の
五
と
せ
後
の
み
な
づ
き
は
つ
か
ま
り
ふ
つ
か
」
と
あ
る
。
「
標
註
月
詣
集
」
刊
行
の
文
化
五
年
は
、

続
詞
花
集
の
注
釈



続
詞花
集
の
注
釈

前
述
の
神
習
文
庫
本
続
詞
花
集
の
朱
筆
の
奥
書
に
み
え
る
文
化
二
年
の
三
年
後
で
あ
る
。
「
月
詣
和
歌
集
祓
」
中
の
「
続
詞
華
」
は
神
習
文

庫
本
続
詞
花
集
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
濱
臣
は
、
お
そ
ら
く
春
海
の
指
導
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
化
年
間
の
は
じ
め
こ
ろ

ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
私
撰
集
の
対
校
、
標
註
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
続
詞
花
集
の
場
合
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
濱
臣
注
の
方
法

「標
註
月
詣
集
」
第
四
巻
末
に
「
校
訂
月
詣
集
附
考
」
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
の
最
後
に
「
○
校
正
趣
意
」
と
い
う
項
目
を
た
て
て
い
る
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
、
記
し
て
い
る
（
必
要
な
前
半
部
分
を
引
用
す
る
）
。

　
　
　
校
正標
註
の
髄
裁
は
、
契
沖
阿
闇
梨
の
二
十
一
代
集
校
本
の
例
に
も
と
づ
け
り
。
さ
れ
ど
阿
闇
梨
は
千
古
の
篤
学
廣
才
、
予
の
如

　
　き

疎
学
浅
才
ま
ね
び
得
べ
き
に
あ
ら
ね
ど
考
讃
を
む
ね
と
し
て
私
按
を
は
ぶ
か
れ
し
体
を
学
び
思
ふ
が
故
に
其
さ
ま
に
な
ら
へ
り
。
　
　
　
一

　
　阿
闇
梨
の
校
本
二
十
一
代
集
古
今
六
帖
三
十
六
人
集
曽
丹
集
散
木
集
難
後
拾
遺
堀
川
百
首
永
久
四
年
百
首
萬
代
集
夫
木
抄
の
た
ぐ
ひ
　
　
　
2
4

　
　ま
で
あ
る
に
、
此
集
の
校
本
な
き
は
い
か
で
も
ら
さ
れ
け
ん
、
お
も
ふ
に
阿
閣
梨
の
著
述
校
正
の
諸
書
に
は
古
今
の
歌
書
ひ
ろ
く
引
　
　
　
一

　
　
用ら
れ
た
る
に
只
此
集
を
引
用
ら
れ
し
事
た
え
て
見
あ
た
ら
ず
。
よ
り
て
考
れ
ば
、
此
集
あ
る
こ
と
を
し
ら
ず
し
て
を
は
ら
れ
け
ん
、

　
　を
し
む
べ
き
事
也
。
も
し
目
に
ふ
れ
ら
れ
た
ら
ん
に
は
諸
書
に
引
用
ら
れ
ぬ
事
は
あ
ら
じ
。
又
校
正
し
お
か
れ
ぬ
事
も
あ
る
ま
じ
き

　
　
事と
そ
お
も
は
る
〉
。
（
後
略
）

神習
文
庫
本
続
詞
花
集
に
な
さ
れ
た
濱
臣
注
の
方
法
は
、
「
標
註
月
詣
集
」
の
場
合
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
お
お
よ
そ
で
は
あ

る
が
、
神
習
文
庫
本
続
詞
花
集
の
体
裁
も
「
契
沖
阿
闇
梨
の
二
十
一
代
集
校
本
の
例
に
も
と
づ
け
り
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

『契
沖
全
集
』
第
十
五
巻
、
第
十
六
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
書
入
」
を
参
照
す
る
と
、
濱
臣
が
基
に
し
た
契
沖
の
方
法
が
わ
か
る
。
濱

臣
注
の
体
裁
を
、
便
宜
に
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
概
観
す
る
。

ω集
付
、
②
詞
書
、
③
作
者
、
ω
歌
本
文
に
つ
い
て



ωは
朱
筆
で
書
か
れ
、
識
語
の
「
文
化
二
年
乙
丑
孟
春
以
代
々
勅
撰
私
撰
家
集
物
語
等
比
校
異
同
了
」
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
同
歌
を
所
載
す
る
書
籍
（
無
論
、
続
詞
花
集
以
後
の
も
の
も
あ
り
出
典
と
は
限
ら
な
い
）
を
注
記
し
て
い
る
。
な
お
、
②
③
ω
に
お
い
て

も
、
朱
筆
は
同
時
の
記
入
と
思
わ
れ
る
。
②
は
詞
書
中
の
人
物
に
つ
い
て
の
注
記
（
例
え
ば
天
皇
代
数
）
、
仮
名
書
き
に
漢
字
を
当
て
る
、
行

間
に
語
釈
を
書
き
入
れ
る
な
ど
。
㈲
は
「
新
院
」
に
「
崇
徳
」
と
傍
書
す
る
よ
う
に
、
官
職
の
み
の
位
署
表
記
に
名
な
ど
を
注
記
し
て
い

る
。
中
に
は
他
書
と
の
比
較
で
誤
り
や
不
審
を
頭
注
の
か
た
ち
で
「
按
す
る
に
」
と
し
て
記
す
（
皿
・
狐
・
㎜
・
胱
・
脳
な
ど
、
例
え
ば
脳
「
肥

後
」
に
つ
い
て
「
濱
按
散
木
集
折
句
の
部
に
此
歌
な
し
さ
れ
は
新
拾
に
俊
頼
と
せ
し
は
何
に
よ
り
し
に
か
」
と
あ
る
）
。
ω
は
、
内
容
的
に
次
の
よ

う
に
分
類
で
き
る
。

a
他
書
と
の
校
合
お
よ
び
落
字
な
ど
の
指
摘
、
b
掛
詞
の
指
摘
、
c
参
考
歌
・
類
歌
な
ど
の
列
挙
に
よ
る
考
証
、
d
表
現
の
解
釈
、
e
表

現
に

つ

い

て

の

評な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

a
、
b
は
主
と
し
て
本
文
の
行
間
に
傍
書
さ
れ
る
（
次
節
の
具
体
例
参
照
）
。
c
、
d
、
e
は
頭
注
の
形
式
で
書
か
れ
る
。
c
、
d
の
例
は
次
　
　
　
2
5

節
に
後
述
す
る
が
、
c
の
参
考
歌
・
類
歌
な
ど
の
列
挙
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
諸
書
を
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
逐
一
の
考
察
は
　
　
　
｝

省
略す
る
（
一
部
次
節
で
言
及
す
る
）
が
、
「
泊
酒
舎
蔵
書
目
録
」
（
清
水
濱
臣
自
筆
）
に
あ
る
よ
う
な
豊
富
な
書
籍
を
基
に
し
た
濱
臣
の
古
典

研究
の
一
環
の
中
で
続
詞
花
集
の
注
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
万葉
集
、
二
十
一
代
集
（
た
だ
し
続
後
撰
集
と
新
後
拾
遺
集
の
引
用
は
な
い
）
、
私
家
集
（
小
町
、
躬
恒
、
仲
文
、
順
、
元
輔
、
兼
盛
、
古
本

　
　
能宣
、
清
慎
公
、
実
方
、
清
少
納
言
、
赤
染
衛
門
、
散
木
奇
歌
、
顕
輔
、
堀
河
、
清
輔
、
山
家
、
拾
玉
、
異
本
拾
玉
、
壬
二
、
拾
遺
愚
草
、
拾
遺

　
　愚
草
員
外
、
隆
信
）
、
百
首
歌
（
堀
川
百
首
、
堀
川
次
郎
百
首
、
久
安
百
首
、
正
治
百
首
、
貞
応
三
年
百
首
）
、
私
撰
集
（
和
漢
朗
詠
、
後
葉
、

　
　月
詣
、
雲
葉
、
新
撰
和
歌
六
帖
、
万
代
、
新
葉
、
夫
木
）
、
古
事
記
、
日
本
紀
、
辞
明
紀
、
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
う
つ
ほ
物
語
、
源
氏

　
　
物語
、
狭
衣
物
語
、
土
佐
日
記
、
枕
草
子
、
栄
花
物
語
、
続
世
継
（
今
鏡
）
、
宝
物
集
、
沙
石
集
、
老
子
、
荘
子
、
毛
詩
、
白
氏
文
集
、

　
　
元積
、
南
史
陳
後
王
紀
、
千
手
陀
羅
尼
経
、
俊
頼
口
伝
抄
、
奥
義
抄
、
袋
草
紙
、
袖
中
抄
、
長
明
無
名
抄
、
八
雲
御
抄
、
新
撰
字
鏡
、

続
詞花
集
の
注
釈



続詞
花
集
の
注
釈

　
　
和名
抄
、
集
韻
、
庭
訓
往
来
、
拾
芥
抄

e
は
、
例
え
ば
「
き
は
の
詞
つ
か
ひ
や
う
め
つ
ら
し
」
（
5
7
）
、
「
へ
き
と
い
は
す
し
て
は
て
る
を
は
叶
は
す
」
（
蹴
）
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
指

す
。
ま
た
、
「
考
証
を
む
ね
と
し
て
私
按
を
は
ぶ
か
れ
し
体
を
学
び
思
ふ
が
故
に
其
さ
ま
に
な
ら
へ
り
」
（
前
掲
の
「
標
註
月
詣
集
」
第
四
巻
末

の

「校
訂
月
詣
集
附
考
」
中
「
○
校
正
趣
意
」
）
と
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
按
注
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
な
か
に
は
次
の
よ
う
な
「
光
房
」

（濱臣
養
子
）
の
按
注
も
散
見
す
る
。
9
8
歌
の
例
を
あ
げ
て
お
く
。

　
　
　
　卯
月
の
朔
日
に
山
寺
に
桃
の
は
な
の
さ
き
け
る
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
都
源
信

　
　山
里
の
も
〉
の
は
な
や
〉
さ
き
に
け
り
み
や
こ
は
今
や
う
つ
き
な
る
ら
ん

詞書
「
は
な
の
さ
き
け
る
」
の
「
の
」
に
「
ナ
シ
イ
」
と
右
傍
書
、
「
き
」
の
右
に
藍
字
で
「
け
り
」
と
傍
書
。
歌
結
句
「
う
月
な
る
ら
ん
」
　
　
　
一

と
あ
り
「
月
」
を
見
せ
け
ち
に
し
て
「
つ
き
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
頭
注
に
次
の
よ
う
に
記
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6

　
　濱按
卯
木
に
卯
月
を
准
て
よ
め
る
な
る
へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
光
房
按卯
木
に
か
け
た
る
に
は
あ
ら
し

　
　白
氏
文
集
第
十
六
大
林
寺
桃
花
人
間
四
月
芳
菲
尽
山
寺
桃
花
始
盛
開
　
此
本
文
に
よ
れ
る
の
み
也

五
、
具
体
例

a
う
つ
ほ
物
語
と
濱
臣
注

　

『う
つ
ほ
物
語
』
を
引
い
て
注
し
て
い
る
歌
が
四
例
あ
る
。
濱
臣
に
と
っ
て
、
う
つ
ほ
物
語
の
読
解
は
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と

思
われ
、
本
文
の
書
写
（
吉
田
幸
一
蔵
の
濱
臣
筆
本
が
あ
る
が
、
稿
者
未
見
）
や
著
書
『
宇
津
保
物
語
考
証
』
が
知
ら
れ
る
。
次
に
一
例
ず
つ

検
討す
る
。
本
文
の
引
用
は
神
習
文
庫
本
に
よ
る
。
便
宜
に
頭
に
国
歌
大
観
番
号
を
付
す
。



　
　
　後
一
条
院
御
い
か
の
ひ
よ
み
侍
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
入
道
前
太
政
大
臣

㍑
い

か
に

い

か
〉
か
そ
へ
や
る
へ
き
や
ち
と
せ
の
あ
ま
り
ひ
さ
し
き
君
か
御
代
を
は

詞書
の
「
後
一
条
院
」
の
左
に
「
六
十
八
代
」
、
「
い
か
」
の
左
に
「
五
十
日
」
と
傍
書
。
作
者
名
の
「
入
道
前
太
政
大
臣
」
の
左
に
「
道

長公
」
と
傍
書
。
初
句
の
右
に
朱
で
「
続
古
賀
」
、
左
に
同
じ
く
「
五
十
日
如
何
兼
」
と
傍
書
。

首
書
形
式
の
注
（
以
下
、
頭
注
と
い
う
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　紫
式
部
集
　
御
い
か
の
よ
と
の
〉
歌
よ
め
と
の
た
ま
は
す
れ
は

　
　
い

か
に

い

か

x
か
そ
へ
や
る
へ
き
云
々

　
　
　
　
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
7

　
　あ
し
た
つ
の
よ
は
ひ
し
あ
ら
は
君
か
代
の
千
と
せ
の
数
も
か
そ
へ
と
り
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
空
穂蔵
開
　
い
か
に
く
と
き
〉
わ
た
れ
と
も
今
日
を
こ
そ
も
ち
ひ
く
ふ
ひ
と
わ
き
て
し
り
ぬ
れ

紫
式
部
集
の
引
用
は
㍑
歌
の
出
典
を
示
し
て
い
る
。
う
つ
ほ
物
語
の
歌
は
初
句
の
類
似
表
現
を
持
つ
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
日

本
古
典
文
学
大
系
（
以
下
、
大
系
本
）
の
『
宇
津
保
物
語
』
二
の
「
蔵
開
上
」
三
二
八
頁
五
行
目
に
み
え
る
歌
で
あ
る
。

　
　
　
か
た
岡
の
や
し
ろ
に
か
き
つ
け
た
り
け
る
歌
　
　
　
　
よ
み
人
し
ら
す

謝
かた
を
か
と
人
は
い
へ
と
も
わ
れ
は
た
〉
た
か
き
山
と
も
た
の
ま
る
x
か
な

頭注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

続
詞
花
集
の
注
釈



続
詞
花
集
の
注
釈

　
　片
岡
は
賀
茂
八
所
の
一
所
也
と
い
へ
り

　
　
千
載　
　
賀
茂
政
平

　
　さ
り
と
も
と
た
の
み
そ
か
く
る
ゆ
ふ
た
す
き
わ
か
か
た
を
か
の
神
と
お
も
へ
は

　
　山
家
集
下
　
　
賀
茂

　
　
な
か
つ
き
の
ち
か
ら
あ
は
せ
に
ま
け
に
け
り
わ
か
か
た
を
か
を
つ
よ
く
た
の
み
て

　
　竹
取
物
語
に
云
　
船
に
の
り
て
は
梶
取
の
ま
う
す
事
を
こ
そ
高
き
山
と
も
た
の
め

　
　空
穂
物
語
祭
使
云
　
た
〉
た
か
き
山
と
の
み
た
の
み
き
こ
え
て
な
ん

　
　
舘明
紀

千
載
集
と
山
家
集
の
例
歌
は
、
上
句
の
類
例
。
竹
取
物
語
と
う
つ
ほ
物
語
の
引
用
文
お
よ
び
寄
明
紀
（
日
本
書
紀
巻
二
十
三
、
「
如
二
高
山
一
侍
　
　
　
一

之
」
〈
大
系
本
二
二
三
頁
十
三
行
目
〉
と
あ
る
）
は
、
下
句
の
類
例
。
う
つ
ほ
物
語
の
引
用
は
、
大
系
本
一
・
四
二
六
頁
八
、
九
行
目
に
み
え
　
　
　
2
8

る
一
文
。
注
意
す
べ
き
は
濱
臣
の
著
で
あ
る
『
宇
津
保
物
語
考
証
』
で
「
た
か
き
山
」
の
語
句
に
注
解
を
加
え
て
お
り
、
同
様
に
竹
取
物
　
　
　
　
一

語を
引
き
、
「
続
詞
花
神
舐
」
と
し
て
細
歌
を
引
い
て
い
る
（
国
文
注
釈
全
書
六
〇
〇
頁
下
段
）
。
続
詞
花
集
の
注
釈
が
濱
臣
の
学
問
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
が
窺
わ
れ
る
。
『
宇
津
保
物
語
考
証
』
に
つ
い
て
、
片
桐
洋
一
氏
「
清
水
濱
臣
空
穂
物
語
考
証
首
巻
」

（
『女
子大
文
学
』
二
十
号
、
昭
和
四
四
年
）
参
照
。

　
　
　
女
の

許
に
ま
か
れ
り
け
る
に
か
み
あ
ら
ふ
ほ
ど
な
り
と

　
　　
て
あ
は
ざ
り
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
条
関
白
前
太
政
大
臣

㎜
今よ
り
は
ゆ
ふ
か
け
て
こ
む
千
は
や
振
神
あ
ら
は
る
〉
と
こ
ろ
な
り
け
り



詞書
の
「
か
み
あ
ら
ふ
ほ
と
な
り
」
の
と
こ
ろ
、
「
か
み
あ
ら
ふ
ほ
と
な
る
」
と
あ
っ
て
、
「
る
」
を
見
せ
け
ち
に
し
て
「
り
イ
」
と
す
る
。

第
二
句
「
ゆ
ふ
か
け
て
こ
む
」
の
「
ゆ
ふ
」
の
左
に
「
夕
木
綿
兼
」
と
注
記
、
第
四
句
「
神
あ
ら
は
る
〉
」
の
「
神
」
の
左
に
「
髪
1
兼
」
、

「あ
ら
は
る
〉
」
の
左
に
「
洗
現
兼
」
と
注
記
す
る
。
頭
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
金
葉恋
下
　
あ
る
所
に
て
女
房
の
な
か
き
髪
を
う
ち
出
し
て
み
せ
け
れ
は
よ
め
る
　
藤
原
顕
綱

　
　
ひ
と
し
れ
す
お
も
ふ
心
を
か
な
へ
な
ん
か
み
あ
ら
は
れ
て
見
え
ぬ
と
な
ら
は

　
　う
つ
ほ
蔵
開
中
　
上
略
け
ふ
は
御
ゆ
す
る
こ
そ

　
　何
に
か
も
さ
く
と
は
き
か
ぬ
あ
ふ
こ
と
を
け
ふ
あ
は
は
る
㌔
神
は
何
ぞ
も

う
つ
ほ
物
語
の
引
用
は
、
大
系
本
二
・
三
七
六
頁
六
か
ら
八
行
目
に
み
え
る
仲
忠
消
息
中
の
一
文
。
「
御
ゆ
す
る
」
は
洗
髪
の
こ
と
で
（
河

野多
麻
氏
『
う
つ
ほ
物
語
傳
本
の
研
究
』
「
第
二
部
本
文
批
判
」
七
一
一
頁
参
照
）
、
延
宝
五
年
版
本
は
「
御
ゆ
つ
る
」
と
あ
る
。
歌
本
文
は
版
本
　
　
　
　
一

に同
じ
（
た
だ
し
、
四
句
目
は
「
け
ふ
あ
ら
は
る
〉
」
、
大
系
本
校
異
参
照
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一

　
　
　恵
慶
法
し
は
り
ま
の
講
師
に
な
り
て
く
た
る
に
　
　
　
　
　
権
僧
正
尋
禅

粥う
ち
は
へ
て
と
ね
り
の
ね
や
に
い
る
人
は
は
り
ま
か
ち
に
や
あ
ら
ん
と
す
ら
ん

初
句
「
う
ち
は
へ
て
」
の
左
に
「
刀
を
う
つ
に
よ
せ
た
る
か
」
と
傍
書
。
第
四
句
「
は
り
ま
か
ち
に
や
」
の
「
か
ち
」
の
左
に
「
鍛
冶
加

持
兼
」
と
注
記
す
る
。
頭
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
空

穂
物
語国
譲
下
　
な
ぞ
君
の
内
に
入
て
と
ね
り
の
ね
や
の
法
師
の
や
う
に
て
は
逃
給
ふ
と
て
ひ
き
も
て
き
て
云
々

　
　
拾
遺
雑
下　
建
守
法
師

　
　山
ふ
し
も
野
ふ
し
も
か
く
て
心
み
つ
今
は
と
ね
り
の
閨
そ
ゆ
か
し
き

続
詞
花
集
の
注
釈



続詞
花
集
の
注
釈

　
　仲
文
集
　
法
師
の
そ
の
に
を
と
こ
あ
り
と
て
法
師
の
う
れ
へ
申
さ
む
と
い
ふ
を
き
〉
て

　
　
い

に
し
へ
は
と
ね
り
の
ね
や
の
物
か
た
り
か
た
り
あ
や
ま
つ
人
そ
あ
る
ら
し

　
　
按と
ね
り
の
ね
や
と
い
ふ
物
語
ふ
る
く
よ
り
有
て
と
ね
り
の
ね
や
へ
法
師
の
か
た
ら
ひ
し
事
も
か
け
り
と
お
ほ
ゆ
此
集
も
其
事
を
お

　
　も
ひ
て
よ
め
る
な
ら
ん
そ
の
物
語
の
く
は
し
き
事
つ
た
は
ら
ね
は
解
し
か
た
し

う
つ
ほ
物
語
の
引
用
は
、
大
系
本
二
・
四
一
七
頁
五
行
目
に
み
え
る
一
文
。
す
な
わ
ち
、
「
蔵
開
下
」
で
あ
る
。
濱
臣
注
が
「
国
譲
下
」
と

す
る
の
は
誤
り
（
た
だ
し
、
無
窮
会
蔵
の
大
久
保
本
「
う
つ
ほ
物
語
考
証
」
で
は
、
国
譲
下
に
一
文
を
挙
げ
仲
文
家
集
と
拾
遺
集
の
歌
を
ひ
い
て
注

解し
て
い
る
）
。

播磨
に
下
る
恵
慶
法
師
を
「
舎
人
の
ね
や
に
入
る
人
」
と
い
う
の
は
、
舎
人
の
宿
所
に
僧
が
忍
び
込
む
と
い
う
稚
児
物
語
的
な
伝
承
を
ふ

ま
え
る
。
濱
臣
の
引
く
用
例
は
現
在
も
有
効
で
あ
る
。
な
お
、
濱
臣
は
「
う
ち
は
へ
て
」
に
「
刀
を
う
つ
に
よ
せ
た
る
か
」
と
し
「
か
ち
」
　
　
　
一

の
と
こ
ろ
に
「
鍛
冶
加
持
兼
」
と
す
る
が
、
次
の
歌
「
墨
の
色
の
紅
深
く
み
え
け
る
は
筆
を
染
め
つ
つ
書
け
ば
な
る
ら
ん
」
の
連
想
か
ら
　
　
　
3
0

言
っ
て
「
は
り
ま
か
ち
」
は
播
磨
褐
（
飾
磨
の
藍
染
）
の
こ
と
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

b
枕
草
子
と
濱
臣
注

　

『枕
草子
』
を
引
い
て
注
し
て
い
る
歌
が
三
例
あ
る
。
次
に
一
例
ず
つ
検
討
す
る
。

　
　
　
題し
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
僧
正
覚
忠

鰯あ
ふ
こ
と
は
か
た
お
ど
り
す
る
や
ま
か
ら
す
い
ま
は
か
う
と
そ
ね
は
な
か
れ
け
る

第
四
句
「
い
ま
は
か
う
と
そ
」
の
「
か
う
」
の
二
字
の
右
に
朱
で
そ
れ
ぞ
れ
○
印
を
う
ち
、
左
に
「
烏
声
二
如
此
ト
カ
ケ
タ
リ
」
と
傍
書



があ
る
。
頭
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
か
た
を
と
り
は
ま
た
巣
た
ち
た
る
よ
り
ほ
と
な
き
を
い
ふ
が
か
た
な
り
の
か
た
に
同
し
そ
れ
を
あ
ふ
こ
と
の
難
き
に
い
ひ
よ
せ
た
り

　
　
枕
草
紙あ
さ
ま
し
き
も
の
　
か
な
ら
す
き
な
ん
と
お
も
ふ
人
を
ま
ち
あ
か
し
て
あ
か
つ
き
か
た
に
た
〉
い
さ
〉
か
わ
す
れ
て
ね
い
り

　
　た
る
に
か
ら
す
の
い
と
ち
か
く
か
う
と
な
く
に
う
ち
見
あ
け
た
れ
は
ひ
る
に
な
り
た
る
い
と
あ
さ
ま
し
此
詞
に
よ
り
て
よ
め
る
也

「
かう
」
は
「
如
此
」
の
意
に
「
か
た
を
ど
り
す
る
や
ま
が
ら
す
」
の
鳴
き
声
を
掛
け
て
い
る
と
し
て
枕
草
子
「
あ
さ
ま
し
き
も
の
」
を

引
い
て
い
る
。
引
用
の
本
文
は
枕
草
子
春
曙
抄
に
よ
っ
て
い
る
。
（
な
お
、
校
本
枕
冊
子
に
よ
る
と
、
烏
の
鳴
き
声
は
「
か
・
」
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
三
巻
本
二
類
中
の
古
梓
堂
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
は
「
か
う
」
と
す
る
）
。
春
曙
抄
の
頭
注
に
は
続
詞
花
集
の
こ
の
歌
が
引
か
れ
て
い
る
。

濱臣
は
、
春
曙
抄
に
よ
っ
て
枕
草
子
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
（
後
述
）
、
そ
の
注
に
続
詞
花
集
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
が
ひ
と
つ

の契
機
に
な
っ
て
続
詞
花
集
の
読
解
に
及
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1

　
　
　
　お
や
を
海
に
お
と
し
い
れ
た
る
聞
え
あ
る
人
の
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　十
五
日
お
や
の
為
に
盆
供
そ
な
ふ
る
を
見
て
　
　
　
　
　
道
命
法
師

　
肥わ
た
つ
う
み
に
お
や
を
x
し
い
れ
て
此
ぬ
し
の
ほ
ん
す
る
み
る
そ
あ
は
れ
な
り
け
る

詞書
の
「
盆
供
そ
な
ふ
る
」
は
「
盆
供
そ
な
ふ
」
と
あ
り
「
ふ
」
の
下
に
。
を
う
ち
、
右
傍
に
「
る
イ
」
と
藍
字
（
「
イ
」
は
墨
）
で
注
記

し
て
あ
る
。
初
句
の
左
に
「
枕
草
紙
」
と
朱
書
。
「
お
や
を
x
し
い
れ
て
」
の
「
〉
」
の
部
分
に
・
を
う
ち
右
に
藍
字
で
「
お
イ
」
と
し
、

さ
ら
に
朱
で
「
枕
」
と
あ
る
。
頭
注
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
枕草
紙
う
ち
と
く
ま
し
き
も
の
〉
段

　
　右
衛
門
の
せ
う
な
る
も
の
〉
え
せ
親
を
も
た
り
て
人
の
見
る
に
お
も
て
ふ
せ
な
と
見
く
る
し
う
思
ひ
け
る
か
伊
豫
の
国
よ
り
の
ほ
る

続詞
花
集
の
注
釈



続
詞花
集
の
注
釈

　
　と
て
海
に
お
と
し
い
れ
て
け
る
を
人
の
心
う
か
り
あ
さ
ま
し
か
り
け
る
ほ
と
に
七
月
十
五
日
ほ
ん
を
奉
る
と
て
い
そ
く
を
見
て

　
　
　
　道
命
阿
闇
梨

　
　わ
た
つ
う
み
に
云
々

　
　
盆
の字
音
に
水
音
の
ほ
ん
と
お
と
す
る
を
よ
せ
た
る
う
た
也

前
例
同
様
、
春
曙
抄
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
春
曙
抄
は
「
わ
た
つ
う
み
に
親
を
」
を
注
し
て
「
こ
の
ぬ
し
と
は
此
人
と
い
ふ
詞

を
子
た
る
物
の
と
い
ふ
心
に
か
へ
ら
れ
し
也
。
此
歌
は
五
逆
の
悪
人
な
が
ら
、
う
ら
盆
に
悪
念
を
ひ
る
が
へ
し
て
善
業
を
な
す
か
。
識
悔

滅罪
の
こ
と
は
り
を
哀
め
る
心
に
や
。
此
う
た
続
詞
花
集
に
い
れ
り
」
と
あ
る
。
濱
臣
自
筆
書
き
入
れ
の
枕
草
子
春
曙
抄
（
無
窮
会
蔵
に
よ

る
）
に
は
、
本
文
の
道
命
阿
闇
梨
歌
の
初
句
の
右
に
朱
で
「
続
詞
花
戯
咲
」
と
傍
書
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
ぼ
ん
」
の
右
傍
に
朱
で
○
を
う

ち
、
欄
外
に
「
盆
の
字
立
日
の
人
を
水
に
落
す
音
を
い
ひ
よ
せ
て
歌
と
せ
る
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
枕
草
子
の
研
究
が
続
詞
花
集
の
注
釈
　
　
　
一

に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
丸
山
季
夫
氏
『
泊
泊
舎
年
譜
』
二
一
二
頁
に
よ
れ
ば
、
竹
柏
園
蔵
の
枕
草
紙
春
曙
抄
十
二
冊
校
合
本
に
　
　
　
3
2

つ

い
て
「
寛
政
十
二
年
正
月
至
七
月
初
校
、
文
化
元
年
二
月
再
校
私
案
を
注
記
、
同
四
月
至
十
月
泊
泊
舎
に
て
東
海
林
長
享
と
万
葉
抄
に
よ
り
て
対
校
、
　
　
　
一

文化
十
四
年
七
月
発
会
、
十
五
年
四
月
卒
業
す
」
と
説
明
す
る
。
一
応
、
文
化
元
年
二
月
の
春
曙
抄
の
注
が
文
化
元
年
十
一
月
の
続
詞
花
集
の
注
に
先

行す
る
と
し
て
お
く
）
。

　
　
　
済円
仲
胤
は
か
た
ち
の
に
く
さ
け
な
る
を
か
た
み
に
お

　
　
　
に
と
つ
け
て
な
ん
い
と
み
わ
ら
ひ
け
る
に
済
円
公
請
に

　
　
　ま
い
ら
す
と
て
綱
所
の
下
部
つ
き
て
房
を
こ
ほ
ち
た
く

　
　
　な
り
と
き
〉
て
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
都
仲
胤

酊ま
こ
と
に
や
君
か
つ
か
や
を
や
ふ
る
な
る
よ
に
は
ま
さ
れ
る
こ
x
め
あ
り
け
り



　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
都
済
圓

蜆
や

ふ
ら
れ
て
た
ち
し
の
ふ
へ
き
か
た
も
な
し
君
を
そ
た
の
む
か
く
れ
み
の
か
さ

詞書
の
「
か
た
み
に
」
の
左
に
「
互
」
と
傍
書
。
「
お
に
と
つ
け
て
な
ん
い
と
み
わ
ら
ひ
け
る
に
済
円
公
請
に
」
の
部
分
が
行
間
に
細
字
で

書
か
れ
挿
入
の
格
好
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
つ
け
て
」
の
左
に
「
号
」
と
傍
書
。
「
こ
ほ
ち
た
く
な
り
と
」
は
「
こ
ほ
ち
た
く
と
な
り
と
」

と
あ
り
「
と
」
は
藍
で
見
せ
け
ち
、
墨
で
「
イ
ナ
シ
」
と
右
傍
書
。
細
の
初
句
右
に
朱
で
「
続
世
継
か
さ
り
た
ち
」
、
棚
に
は
「
同
上
」
と

あ
る
。
「
つ
か
や
」
の
「
か
」
の
右
に
「
ま
カ
」
と
あ
る
。
「
や
ふ
る
」
の
右
に
朱
で
「
こ
ほ
つ
同
」
、
以
下
朱
で
、
「
こ
〉
」
（
「
う
X
」
と
よ

め
る
）
を
見
せ
け
ち
に
し
て
「
こ
X
同
」
（
墨
で
「
イ
」
）
。
「
か
た
も
な
し
」
の
「
も
」
の
右
に
「
そ
」
、
「
し
」
の
右
に
「
き
同
」
。
「
か
く
れ

み

の

かさ
」
の
「
さ
」
の
右
に
「
せ
同
」
（
墨
で
「
イ
」
）
。
朱
は
「
続
世
継
」
（
『
今
鏡
』
）
と
の
校
合
を
示
し
て
い
る
。
頭
注
に
次
の
よ
う
に
　
　
　
　
一

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3

　
　続
世
継
云な
ら
に
済
圓
僧
都
と
き
こ
え
し
名
僧
の
公
請
に
さ
は
り
申
け
れ
は
京
の
宿
房
こ
ほ
ち
け
る
に
山
に
忠
胤
僧
都
と
き
こ
え
し
　
　
　
　
一

　
　と
た
は
ふ
れ
か
た
き
に
て
み
め
論
し
て
も
ろ
と
も
に
わ
れ
こ
そ
鬼
な
と
い
ひ
つ
x
う
た
よ
み
か
は
し
け
る
に
忠
胤
こ
れ
を
き
x
て
済

　

　圓
か
り
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

　
　ま
こ
と
に
や
云
々

　
　
か

へし

　
　
や

ふら
れ
て
云
々

　
　
拾
遺十
八
　
し
の
ひ
た
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
平
公
誠

　
　
か
く
れ
み
の
か
く
れ
か
さ
を
も
え
て
し
か
な
き
た
り
と
人
に
し
ら
れ
さ
る
へ
く

　
　躬
恒
集
　
し
は
す
の
つ
ご
も
り
に
よ
る
の
お
に
を

続詞
花
集
の
注
釈



続
詞
花
集
の
注
釈

　
　
お

に
す
ら
も
都
の
中
と
み
の
か
さ
を
ぬ
き
て
今
夜
や
人
に
み
ゆ
ら
ん

　
　枕
草
紙
　
か
く
れ
み
の
と
ら
れ
た
る
心
ち
し
て

　
　狭
衣
　
か
く
れ
み
の
》
中
納
言
の
二
の
ま
ひ
に
や
な
ら
ん

　
　宝
物
集
一
　
隠
蓑
ノ
少
將
ト
申
物
語
モ
云
々

続
世継
（
今
鏡
）
は
、
同
歌
を
載
せ
る
参
考
文
献
。
拾
遺
集
、
躬
恒
集
、
枕
草
紙
、
狭
衣
物
語
、
宝
物
集
の
引
用
は
「
か
く
れ
み
の
」
の
用

例
。
春
曙
抄
の
当
該
箇
所
に
「
か
く
れ
所
な
き
を
い
ふ
也
」
と
あ
る
。

互
い

に

容
貌
の醜
さ
を
鬼
と
名
付
け
て
「
い
ど
み
わ
ら
」
っ
て
い
た
済
円
と
仲
胤
。
済
円
が
公
請
に
不
参
の
罪
で
坊
を
壊
さ
れ
た
と
聞
い

て
、
仲
胤
が
「
塚
屋
（
鬼
の
住
処
こ
を
壊
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
、
世
の
中
に
は
あ
な
た
よ
り
ひ
ど
い
「
こ
こ
め
」
（
鬼
）
が
い
た
も
の
だ
と

三
口
い
送
っ
た
と
こ
ろ
、
済
円
は
、
僧
坊
を
壊
さ
れ
て
人
目
を
避
け
る
す
べ
も
な
い
、
あ
な
た
を
頼
る
ほ
か
な
い
、
（
鬼
が
姿
を
消
す
た
め
に
大
　
　
　
　
一

切
に
し
て
い
る
は
ず
の
）
隠
れ
蓑
を
貸
し
て
欲
し
い
と
答
え
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
4

　
以上
、
う
つ
ほ
物
語
と
枕
草
子
の
引
用
を
例
に
し
て
濱
臣
注
を
考
え
た
。
な
お
、
神
習
文
庫
本
続
詞
花
集
が
引
く
文
献
の
豊
富
さ
は
前

述
の

通り
だ
が
、
逆
に
他
の
濱
臣
の
校
本
著
述
の
類
に
続
詞
花
集
を
引
用
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
（
例
え
ば
、
前
述
の
「
標
註
月
詣
集
」
、

堤中
納
言
物
語
ほ
か
）
。
続
詞
花
集
の
注
釈
が
、
濱
臣
の
古
典
研
究
の
重
要
な
一
環
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
濱
臣
自
筆
の
新
撰
字

鏡
索
引
が
あ
る
由
（
前
掲
丸
山
著
。
な
お
、
新
撰
字
鏡
は
天
治
本
発
見
以
前
で
あ
る
の
で
節
録
本
と
思
わ
れ
る
）
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
書
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
濱
臣
注
に
は
現
在
も
有
効
な
注
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。


